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	1． 小中一貫
教育について
2． 高等学校

の再編計画の今後は

３．経済対策は


	　これまで何度も、小中一貫教育について質問しておりますが、実施するという踏み込んだ答弁は一度もいただいておりません。今回、教育民生常任委員会では、青森県下北半島にある東通村とむつ市の小中一貫教育の現場を視察してきました。
　私は庄原市内の地域によっては、小中一貫校が直ぐにでもできるのではないかと考えています。それは、比和地区と高野地区です。このことは、多くの委員が同じ考えを持っているように私は感じています。

　市内における小中一貫校の可能性について、具体的にお聞かせいただきたい。つまり、意思があるのかないのか。あるなら、いつごろから導入するのか。ないなら、どういうことで導入しないのか。

　そして、旧庄原市の小学校再編計画はどうなっているのか。中学校が１校だから、小中一貫教育はできないということなのか、はたまた、私が言い続けている分校化することはできないのか。庄原中学校と庄原小学校を１校とする、変則的小中一貫校は可能ではないのか。

　あらゆる検討を加えた答弁を期待するものであります。

　広島県教委の判断は、来年度は西城紫水高校と東城高校は分校化ではなく、単独高として残すこととなったが、その後はどうなるのか。高等学校が無くなると、まちの灯が消えと言われているが、正にその通りであろう。庄原市として、存続に向けてどういう取り組みをしているのか、伺う。
　私は、先に質問した小中一貫校による庄原らしい教育拡充により、小規模高校の存続は可能となるのではないだろうかと考えるが、教育長と市長に、お考えをお聞きしたい。

　来年は、景気の二番底がくると言われているが、庄原市も例外ではないであろう。国の緊急経済対策が本当に上手く機能してくれれば、地域経済のてこ入れもできたと判断するが、庄原市の検証結果はどうか。

　もし、検証できていないようであれば、事業仕分けをして、より実効性のある経済対策に予算を振り替えることも必要ではないか。市長のお考えを伺う。
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